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令和７年度 決算審査意見書 

 

 

１ 審査の対象 

 令和７年度山武郡市環境衛生組合一般会計 

 

 

２ 審査の期間 

 令和８年８月７日～令和８年８月１７日 

 

 

３ 審査の方法 

令和７年度の決算審査にあたっては、決算の計数は正確であるか、予算の執行が議決

の本旨にのっとり適正で経済的かつ効果的に行われているか、また、財務に関する事務

は関係諸法規に適合しているかなどの諸点に留意するとともに、「山武郡市環境衛生組

合監査基準」を踏まえ、関係諸帳票、証書類等を照合精査し、事務局の説明を聴取して

慎重に審査を実施した。 

 

 

４ 審査の結果 

審査の結果、山武郡市環境衛生組合一般会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実

質収支に関する調書及び財産に関する調書等の計数は正確であり予算の執行及び諸事

業の運営管理は適正なものと認められた。 

 

 

５ 審査の意見 

令和７年度一般会計の決算額は、歳入 14億 1,704万 3,859円、歳出 13億 4,733万

8,393円で、実質収支額は 6,970万 5,466円であった。 

今後は、厳しい財政事情、脱炭素や災害対策などの環境行政分野における他の政策

課題への対応の必要性、施設整備事業を取り巻く諸事情を踏まえ、更なる緻密な予算

の積算を望むと共に、予算執行にあたっては適正な進捗管理を行い、経費の節減に努

め、効率的な事業運営に努められたい。 

 

(1)歳入について 



  
 

不納欠損額及び収入未済額は生じておらず、健全な財政運営が図られていると認め

られた。 

 

(2)歳出について 

  ３款衛生費１項清掃費１目じん芥処理費 12節委託料において高額な不用額を生じ

ている事業が散見されたが、これらについて多くの事業は１月下旬から３月の間に

事業が完了したものであり、令和８年２月２日開催の組合定例会において減額補正

することができなかったことにより生じたものである。また、10節需用費の

14,993,660円の不用額のうち、5,386,150円については、消耗品費のうち指定袋購

入費において、令和６年 10月に新たに可燃ごみ袋の特大の販売を開始し、多くの取

扱い店から注文が殺到したため、その注文実績を基に令和７年度の予算を計上した

が、取扱い店が在庫として確保していたこともあり、販売実績が予測より下回った

ために生じたものである。１月、２月、３月で大口の注文がある可能性も捨てきれ

なかったため減額補正をできなかったことも執行残が生じた原因である。また、光

熱水費の電気料についても 4,870,775円の執行残が生じているが、国の軽減措置に

よる値引きと燃料費調整額の見通しがつかず、減額補正ができなかったために生じ

たものである。 

 

14節工事請負費においても不用額が 3,369,797円生じているが、施設等の突発的

な故障に対応するため、減額補正を行わなかったために生じたものである。不用額に

ついては、予算見積りと予算執行の両面から原因を点検しその縮減に努めるととも

に、執行予定を見極めた上での補正対応等、適切な予算措置に努められたい。 

  

(3)契約について 

  契約については、透明性及び公正性を確保するため、引き続き入札による契約を

基本とするとともに、随意契約については関係法令の趣旨を十分に踏まえ適正に執

行されたい。 

  

 

 

  



  
 

６ 決算の概要 

【歳入】                                (単位：円、％) 

款 本年度決算額 構成比 前年度決算額 構成比 比較 増減率 

分担金及び負担金 903,000,000 63.72 856,000,000 58.32 47,000,000 5.49 

使用料及び手数料 209,806,150 14.81 197,331,400 13.45 12,474,750 6.32 

国 庫 支 出 金 19,318,000 1.36 41,302,000 2.81 △21,984,000 △53.23 

財  産  収  入 42,370,333 2.99 39,785,726 2.71 2,584,607 6.50 

繰   入   金 95,000,000 6.71 0 0.00 95,000,000 皆増 

繰   越   金 105,575,776 7.45 121,273,348 8.26 △15,697,572 △12.94 

諸   収   入 1,473,600 0.10 29,949,932 2.04 △28,476,332 △95.08 

組 合 債 40,500,000 2.86 182,100,000 12.41 △141,600,000 △77.76 

歳  入  合  計 1,417,043,859 100.00 1,467,742,406 100.00 △50,698,547 △3.45 

 

【歳出】                             (単位：円、％) 

款 本年度決算額 構成比 前年度決算額 構成比 比較 増減率 

議   会   費 259,964 0.02 517,182 0.04 △257,218 △49.73 

総   務   費 222,125,041 16.49 283,391,835 20.80 △61,266,794 △21.62 

衛   生   費 1,072,408,210 79.59 1,039,566,125 76.32 32,842,085 3.16 

公   債   費 52,545,178 3.90 38,691,488 2.84 13,853,690 35.81 

予   備   費 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

歳  出  合  計 1,347,338,393 100.00 1,362,166,630 100.00 △14,828,237 △1.09 

 

【翌年度繰越額】                         (単位：円、％) 

款 本年度決算額 前年度決算額 比較 増減率 

繰越明許費繰越額 0 0 0 ― 

事故繰越繰越額 0 0 0 ― 

歳  出  合  計 0 0 0 ― 

 

【財政調整基金残高】                       （単位：円） 

令和６年度末 

現在高 

令和７年度 増減 令和７年度末 

現在高 取崩額 積立額 

448,271,000 95,000,000 80,540,000 433,811,000 

 


